
芸 術

［音 楽］

１ 学習指導の改善・充実

(1) 学習指導の改善・充実の視点

学習指導要領では、全ての教科等で思考力・判断力・表現力等の育成が主要課題とな

っている。音楽科においては、指導のねらいや手立てを明確にし、生徒が感性を高め、

思考・判断し、表現する一連の過程を重視した学習指導を行うことが大切である。

(2) 効果的な学習指導

音楽の特性に即した思考力・判断力・表現力を育成するために、各領域においては下

記のポイントを踏まえた学習指導を展開することが効果的である。

２ 評価方法の改善・充実

(1) 学習評価の基本的な考え方

学習指導要領の趣旨を生かした学習指導を行い、生徒一人一人の学習状況を適切に評

価するために、評価の観点を「音楽への関心・意欲・態度」、「音楽表現の創意工夫」、

「音楽表現の技能」及び「鑑賞の能力」の４つとした。学習評価は常に学習指導と表裏

一体の関係にあるため、指導内容と評価の観点との整合性を図ることが大切である。下

図は、学習指導と学習評価の関連をイメージ化したものである。

① 表現領域

音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きが生み出す特性や雰囲気を感受する

ことを学習の支えとしながら、音楽表現を工夫し、必要な技能を身に付け、どのように表

すかについて思いや意図をもつことができるような学習過程を大切にする。

② 鑑賞領域

音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きが生み出す特性や雰囲気を感受する

ことを学習の支えとしながら、音楽を解釈したり価値を考えたりする学習過程を大切にす

る。

③ 言語活動の充実

①②の指導を行う際、知覚した音楽の構造を音楽用語で表し、感受したイメージを抽象

的な言葉や比喩的な表現で表したり、それらについて生徒同士で発表し合ったり、討論し

合うなどの活動を適切に取り入れることにより、表現や鑑賞の学習を充実させる。
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表現領域の学習のポイント 鑑賞領域の学習のポイント

学 知覚と感受を学習の支えとして・・・・・・・・・・① 知覚と感受の学習を支えとして・・・・・・・・・・①
習 音楽表現を工夫し・・・・・・・・・・・・・・・・② 音楽を解釈し、価値などを考え、判断して・・・・・⑥
指 必要な技能を身に付け・・・・・・・・・・・・・・③ よさや美しさなどを味わって聴く・・・・・・・・・⑦
導 どのように表すのかについて思いや意図をもち・・・④

歌唱、器楽、創作で表す・・・・・・・・・・・・・⑤

音楽表現の技能 音楽表現の創意工夫 鑑 賞 の 能 力

③創意工夫を生かした音楽 ①音楽を形づくっている要素を知 ①音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感受し
表現をするための技能を 覚し、それらの働きを感受しな ながら

学 身に付け がら ⑥解釈したり価値を考えたりして
習 ⑤創造的に表している ②音楽表現を工夫し ⑦音楽に対する理解を深め、よさや美しさを創造的に味わって
評 ④表現意図をもっている いる
価 音楽的な思考・判断・表現に深く関わる観点

音楽への関心・意欲・態度

音楽活動の喜びを味わい、音楽や音楽文化に対する関心をもち、主体的に音楽表現や鑑賞の学習に取り組もうとする。



(2) 学習指導における配慮事項

学習評価を行うに当たっては、楽しく充実した音楽活動を妨げたり、評価活動が教師

の過度な負担となったりしないように留意する必要がある。したがって、生徒の状況を

把握し、結果を記録に残す評価の場面等を精選することが重要である。そこで、題材に

おける学習全体の中で、どの「観点」のどのような「評価規準」を設定し、学習活動の

どこに位置付けるか、さらに、どの「評価方法（観察、ワークシート、演奏、作品など）」

を用いて実現状況を把握するかを十分に検討する必要がある。

３ 学習評価の具体例

(1) 評価計画の例

題 材 名 ことばの美しさを大切にしながら、合唱の響きを味わおう（音楽Ⅰ）

「花の街」（中田喜直作曲、江間章子作詞）
教 材 「春に」（木下牧子作曲、谷川俊太郎作詞）

「夢みたものは……」（木下牧子作曲、立原道造作詞）

日本語の詩で作曲された声楽曲の曲想を、歌詞の内容や楽曲の背景、ことばのもつ音声や音韻の美しさと関わ
題材の目標 らせて感じ取り、詩そのものに内在する音楽的な響きを意識しながらイメージをもって歌ったり、作曲者及び演

奏者による表現の特徴などを理解して味わって聴いたりする。

「Ａ表現」(1) 歌唱
対応する学 ア 曲想を歌詞の内容や楽曲の背景とかかわらせて感じ取り、イメージをもって歌うこと。

ウ 様々な表現形態による歌唱の特徴を生かし、表現を工夫して歌うこと。
習指導要領 エ 音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感受して歌うこと。

「Ｂ鑑賞」
の指導事項 ア 声や楽器の音色の特徴と表現上の効果とのかかわりを感じ取って鑑賞すること。

イ 音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感受して鑑賞すること。

[評価規準の設定]

題材全体の学習指導 評価の位置付け

主な学習活動の 評価の観点、評価規準
時

展開 音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力

「花の街」の曲 ①「花の街」の曲想と歌詞が表す
１ 想 や 歌 詞 の 内 情景や心情、楽曲の背景との関わ

容、ことばのも り、曲想を生み出している音楽的
つ響きなどに関 な特徴やことばのもつ響きに関心
心をもつ。 をもち、歌ったり鑑賞したりする

学習に主体的に取り組もうとして
いる。

「春に」の音楽 ①「春に」のリズム、速
２ を形づくってい 度、旋律、テクスチュア、

る要素を知覚・ 強弱を知覚し、それらの
感受する。 働きが生み出す特質や雰

囲気などを感受している。

前時までの学習 ②「春に」の曲想と歌詞が表す情 ②知覚・感受しながら、
３ を生かし、「春 景や心情、楽曲の背景との関わり 「春に」の曲想を歌詞の

に」の歌唱表現 などに関心をもち、詩そのものに 内容や楽曲の背景と関わ
を 創 意 工 夫 す 内在する音楽的な響きに気付きな らせて感じ取り、楽曲に
る。 がら、イメージをもって歌う学習 ふさわしい音楽表現を工

に主体的に取り組もうとしてい 夫し、どのように歌うか
る。 について表現意図をもっ

ている。

「春に」を小ア ③知覚・感受しながら、 ①「春に」の曲想を歌
４ ンサンブルで合 小アンサンブルを生かし 詞や楽曲の背景と関わ

唱し、互いに聴 た音楽表現を工夫し、ど らせて感じ取り、イメ
き合う。 のように歌うかについて ージをもって音楽表現

表現意図をもっている。 をするために必要な発
声、日本語の発音、呼
吸法、読譜などの技能
を身に付け、創造的に
表している。

「夢みたものは ③声の音色の特徴と表現上の効果 ①「夢みたものは……」のリズム、速
５ ……」の特徴を との関わりに関心をもち、鑑賞す 度、旋律、テクスチュア、強弱を知覚

捉え、批評文を る学習に主体的に取り組もうとし し、それらの働きが生み出す特質や雰
書き、鑑賞を深 ている。 囲気などを感受しながら、声の音色の
める。 特徴と表現上の効果との関わりを感じ

取って、楽曲や演奏を解釈したり、自
分にとっての楽曲や演奏の価値を考え
たりして、音楽に対する理解を深め、
よさや美しさを創造的に味わって聴い

ている。
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(2) 評価の実際

［美術・工芸］

１ 学習指導の改善・充実

(1) 学習指導の改善・充実の視点

美術・工芸では、創造する楽しさを感じるとともに、思考・判断し、表現するなどの

造形的な創造活動の基礎的な能力を育て、生活の中の造形や美術の働き、美術文化に関

ここでは、本事例の中から、第１時の「音楽への関心・意欲・態度」、第３時の「音楽表現の創意工夫」、第４時の「音楽表現の技能」それぞれの
評価例を取り上げて、評価の実際について述べる。

【第１時の「音楽への関心・意欲・態度」の評価】
●評価方法及び「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断するポイント

〈観察〉 〈ワークシートⅠ〉

話し合う場面や意見交換する場面において、「花の街」の曲想と歌詞の内 曲想と歌詞の内容や楽曲の背景との関わり、曲想を生み出して
容や楽曲の背景との関わり、曲想を生み出している音楽的な特徴やことばの いる音楽的な特徴（リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱な
もつ響きなどについて、自ら発言をしたり、他者の発言を聞き、それに対し ど）やことばのもつ響きなどについて書いているか。
て反応をしたりしているか。

※全ての生徒の発言内容を確認することは難しいので、他者の発言に対する反応の様子を観察することも含めて、学習内容への関心や意欲などを
見取るとともに、〈観察〉と〈ワークシートⅠ〉を組み合わせて評価をする。

●「十分満足できる」状況（Ａ）の例

「花の街」の曲想と歌詞の内容や楽曲の背景との関わり、曲想を生み出している音楽的な特徴やことばのもつ響きなどについて、自分が感じ取
ったことや考えたことを他者に伝えようと発言をしたり、他者の発言を集中して聞き、それを基に自分との共通点や相違点を述べたりして、話し
合いの学習を深めようとしている状況が見られるとともに、〈ワークシートⅠ〉の記述例のように、自分なりの考えを具体的に書くなど、主体的
に学習に取り組んでいることが読み取れる場合は「十分満足できる」状況と判断される。

〈ワークシートⅠ〉の記述例

★指導の工夫例
導入時では、生徒が親しみながら「花の街」を歌ったり聴いたりして、美しい日本語の歌曲に親しむことのできるような雰囲気を大切にする。
また、感じたことや考えたことを自由に話し合い、学習を進めるにつれて、曲想、歌詞の内容、楽曲の背景、曲想を生み出している音楽的な特徴、

日本語の詩のもつ響きに対する興味・関心が深まっていくように指導を工夫する。

【第３時の「音楽表現の創意工夫」の評価】
●評価方法及び「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断するポイント

〈ワークシートⅡ〉

「春に」の曲想を歌詞の内容や楽曲の背景と関わらせて感じ取ったことを基にして、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱などに触れなが
ら、自分はどのように歌いたいかの表現意図について、〈ワークシートⅡ〉に書いているか。

●「十分満足できる」状況（Ａ）の例

〈ワークシートⅡ〉の記述例は、曲想や歌詞の内容を基に，詩そのものに内在する音楽的な響きに気付き、旋律におけるフレーズのまとまりや
リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱などについて、自分はどのように歌いたいかが明確に書かれているので「十分満足できる」状況と判断
される。

〈ワークシートⅡ〉の記述例

★指導の工夫例
〈ワークシートⅡ〉に書いた内容を手掛かりにさせるとともに、特につまずきが見られる生徒については、楽曲の一部分に絞って様々な音楽表現

を試行錯誤させて、自分なりの表現意図をもつことができるように促す。

【第４時の「音楽表現の技能」の評価】
●評価方法及び「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断するポイント

〈演奏（歌唱）〉

歌詞の内容や曲想を生かした、「春に」にふさわしい音楽表現をするために必要な、発声、日本語の発音、呼吸法、読譜などの技能について学
習した内容が歌に表れているか。

●「十分満足できる」状況（Ａ）の例

歌詞の内容や曲想を生かした、「春に」にふさわしい音楽表現をするために必要な、発声、日本語の発音、呼吸法、読譜などの技能について学
習した内容が、特に表情豊かな歌として創造的に表れて深まりが見られる場合は「十分満足できる」状況と判断される。

★指導の工夫例
「花の街」を歌うときにどのような点を工夫したかを想起させるなど、これまでの題材の学習の中から表現のヒントを見いだすように伝える。
また、他グループの演奏を能動的に聴き、自分の表現に生かすように指導する。

曲想が色彩感にあふれ、華やかで希望に満ちているが、どこか悲しい感じがするのは、幻想的な風景描写と不安な気持ちを表

現している歌詞であることと、強弱や細かな抑揚とリズムの変化などで気持ちが揺さぶられるような旋律で歌われるからです。

冒頭の「この気持ちはなんだろう」は、春に対するあこがれや期待の気持ちと、新しい世界への不安な気持ちを表しているよう

な感じの歌詞と音楽なので、もどかしいような、もやもやしたイメージのｍｐで歌い、「心のダムにせきとめられ」は、それまで

声部間で交錯していた歌詞や旋律が一つにまとまる部分なので、豊かなｆで大きなエネルギーを感じるように歌いたい。

また、様々な感情をいろいろなことばで表現しているので、ことばの語感と響きを大切にして、訴えかけるように発音したい。
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心をもち、生涯にわたり主体的にかかわっていく態度を育むことを重視した学習指導が

求められている。

(2) 効果的な学習指導

指導にあたっては、各学校段階の内容の連続性に配慮し、育成する資質や能力と学習

内容との関係を明確にし、創造性を育む造形体験の充実を図りながら、形や色などによ

るコミュニケーションを通して、生活や社会と豊かにかかわる態度を育み、生活を美し

く豊かにする造形や美術の働きを実感させるような指導が重視されている。

２ 評価方法の改善・充実

(1) 学習評価の基本的な考え方

学習指導要領では、きめの細かい学習指導の充実と生徒一人一人の学習内容の確実な

定着を図るために、各教科・科目における生徒の学習状況を分析的に捉える観点別学習

状況の評価と総括的に捉える評定とを、目標に準拠した評価として実施することとされ

ている。美術・工芸科の評価における４つの観点及びその趣旨は、以下のとおりである。

（美術科の評価の４観点の趣旨）

（工芸科の評価の４観点の趣旨）

(2) 学習評価における配慮事項

学習評価は、学習指導と一体的に行うことにより、生徒に学習内容の確実な定着を図

るとともに、授業の改善に寄与するものである。基礎的・基本的な知識・技能に加え、

思考力・判断力・表現力等と主体的に学習に取り組む態度に関する観点についても評価

を行うなど、観点別学習状況の評価の充実を図り、きめの細かい学習指導と生徒一人一

人の学習の確実な定着を図っていく必要がある。

３ 学習評価の具体例

(1) 評価計画の例

題 材 名 「 私 の 居 場 所 」 「 Ａ表現(1) 絵画・彫刻 」 「 Ｂ鑑賞 」

題材の目標
私と居場所というテーマを基に、自己の内面を深く見つめ、主題を生成し、造形的な効果を生かし創造的に表現するとともに、他

の生徒の作品から作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などを感じ取り味わう。

「 Ａ 表現(1) 絵画・彫刻 」

対応する学
ア 感じ取ったことや考えたこと、夢や想像などから主題を生成すること。
イ 表現形式の特性を生かし、形体、色彩、構成などを工夫して創造的な表現の構想を練ること。

【発想や構想の能力】

習指導要領 ウ 意図に応じて材料や用具の特性を生かすこと。
エ 表現方法を工夫し、主題を追求して表現すること。 【創造的な技能】

の指導事項
「 Ｂ 鑑賞 」
ア 美術作品などのよさや美しさ、作者の心情や意図と表現の工夫などを感じ取り、理解を深めること。【鑑賞の能力】

工 芸 へ の 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力
関心・意欲・態度

工芸の創造活動の喜びを味わい、 感性や想像力を働かせて、心豊か 創造的な工芸の制作をするために 工芸や工芸の伝統と文化を幅広く
工芸や工芸の伝統と文化に関心を な発想をし、よさや美しさなどを 必要な技能を身に付け、表現方法 理解し、そのよさや美しさを創造
もち、主体的に表現や鑑賞の創造 考え制作の構想を練っている。 を工夫して表している。 的に味わっている。
活動に取り組もうとする。

美 術 へ の 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力
関心・意欲・態度

美術の創造活動の喜びを味わい、 感性や想像力を働かせて、主題を 創造的な美術の表現をするために 美術や美術文化を幅広く理解し、
美術や美術文化に関心をもち、主 生成し、創造的な表現の構想を練 必要な技能を身に付け、表現方法 そのよさや美しさを創造的に味わ
体的に表現や鑑賞の創造活動に取 っている。 を工夫して表している。 っている。
り組もうとする。



(2) 評価の実際

事例における「学習活動に即した評価規準」及び「十分満足できる」状況（Ａ）の具体例と
「努力を要する」状況（Ｃ）と評価した生徒への指導の手立てについて

（例）制作段階における指導と評価の計画 （本題材の７時間目/１０時間扱い）

本時の学習のねらい 主題を追求し、表現を深める。

本 時 の 学 習 活 動 主題を追求し、表現方法を工夫しながら制作をする。

美術への関心.意欲.態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

題 材 の 表現「私と居場所」というテーマを基に、自己の 「私と居場所」というテーマ 意図に応じて材料や用 他の生徒の作品などの
評価規準 内面を見つめて表現することに関心をもち主体的 を基に、感性や想像力を働か 具の特性を生かし、表 よさや美しさ、作者の

に主題を生成して構想を練ったり、主題を追求し せて、自己の内面を見つめて 現方法を工夫して、主 心情や意図と表現の工
「評価規準に て表現したりしようとしている。 感じ取ったことや考えたこと 題を追求し表現してい 夫などを感じ取り、作
盛り込むべき から主題を生成し、表現形式 る。 品などについて理解を
事項」を基に 鑑賞 他の生徒の作品の多様な表現に関心をもち、 の特性を生かして、形体、色 深めている。
作成 主体的に作品のよさや美しさを感じ取り、作品な 彩、構成などを工夫して創造

どについて理解を深めようとしている。 的な表現の構想を練っている。

表現 関①「私と居場所」というテーマを基に、 発① 「私と居場所」という 創① 技法や材料、用 鑑① 他の生徒の作品
自己の内面を見つめて感じ取ったことや考えた テーマを基に、自己の内面 具の特性を理解し、目 のよさや美しさ、作
ことなどから表現することに関心をもち、主体 を見つめて感じ取ったこと 的や意図に応じて、特 者の心情や意図と表

学習活動に 的に主題を生成し、形体、色彩、構成などを創 や考えたことから主題を生 性や効果を生かして表 現の工夫などを感じ
即 し た 意工夫して構想を練ろうとしている。 成している。 現している。 取り、作品に対する
評 価 規 準 見方や感じ方、考え

表現 関② 技法や材料、用具の特性や効果を主 発② 主題を効果的に表現す 創② 表現したい意図 などをもち、理解し
体的に生かし、表現方法を創意工夫しながら主 るために表現形式の特性を を大切にして、より効 ている。
題を追求して表現しようとしている。 生かし、形体、色彩、構成 果的な表現方法を選択

「評価規準 などを工夫して創造的な表 ・活用するなど創意工
の設定例」 鑑賞 関③ 生徒の作品のよさや美しさ、作者の 現の構想を練っている。 夫し、主題を追求して
を基に作成 心情や意図と表現の工夫などに関心をもち、作 表現している。

品などについて理解しようとしている。

学習 のねら い、 学習 活動 学習活動に即した
※「●」は、学習のねらい 評 価 規 準 評 価 方 法 ・ 留 意 点 等

「・」は、学習活動 関 発 創 鑑

１.課題の把握と発想・構想(３時間) 〈美術への関心・意欲・態度〉
関① ・題材に関心がもてなかったり、発想が広げられない生徒を把握する

●課題について理解する。 ことに重点を置き、それらの生徒の関心や意欲が高まるように指導する。
・参考作品などを鑑賞し、作者の主題、 【意見を述べ合う様子、ワークシート】
意図と表現の工夫などについて意見を
述べ合う。 〈発想や構想の能力〉

●自己の内面や自分を取り巻く状況など 発① 発① ・ここで主題が生成できているかどうかはその後の制作に重要な影響
から主題を生成する。 を与えるので特に主題が生成できていない生徒には手立てを講じる。

・イメージを言葉で表したり、作品のタ 【ワークシート、アイデアスケッチなど】
イトルを考えたり、アイデアスケッチ 発② ・構想の前半は、構想が練れていない生徒を中心に指導を行う。ある
を描いたりして主題を生成する。 程度構想が進んだ段階で主題を効果的に表現するために表現形式の特性を

●主題を基に構想を練る。 生かし、工夫して創造的な表現の構想を練っているかを見取り、完成が近
・主題を基に、アイデアスケッチなどに づく制作の後半に評価を確定する。
より形体、色彩、構成などを工夫して 関① 発② 【アイデアスケッチなど】
構想をまとめる。

２.制作(６時間) 〈美術への関心・意欲・態度〉
関② ・表現の目的や意図に応じて、材料や用具の特性や効果を生かそうと

●構想を基に自分の表現意図に合う表現 したり、より効果的な表現方法を工夫しながら主題を追求して表現しよう
方法を工夫する。 としているかを見取る。【制作の様子】

・構想したことを基に表現の意図に応じ
た材料や用具を吟味して使い、制作を 創① 〈創造的な技能〉
する。 創① 創②・前半は表現の目的や意図に応じて、描画材、技法などを工夫し

●主題を追求し、表現を深める。 発② て、表現しているかどうかを見取り、表現方法を工夫できていない生徒に
・主題を追求し、構想に改善を加え、表 は構想の見直しなどの指導を行う。制作が進んだ段階では、創意工夫し、
現方法を工夫しながら制作をする。 主題を追求して表現しているかどうかを見取り、完成に近づいた段階で評

関② 創② 価を確定していく。【制作途中の作品】

３.鑑賞(１時間) 〈美術への関心・意欲・態度〉
●他者の作品から、作者の主題、意図、 関③ ・鑑賞への関心をもっているかどうかを鑑賞の活動やグループでの動
創造的な表現の工夫などを感じ取り、 の様子から見取り、鑑賞への意欲が高まらない生徒を指導する。
理解する。 【鑑賞の活動やグループ活動の様子】

・自分の作品にタイトルを付け、作品に
ついて構想した表現意図の説明を記述 〈鑑賞の能力〉
し、発表する。 鑑① ・他者の作品を根拠に基づいて自分の意見を述べるなどして、造形的

・相互に作品を鑑賞し、批評し合う。 なよさや美しさ、作者の心情や意図と表現の工夫などを感じ取っているか
・他の生徒の作品のよさや美しさ、作者 どうかを見取る。
の心情や意図と表現の工夫をワークシ 関③ 鑑① 【ワークシート、発言内容】
ートにまとめる。

<授業終了後> 発② 創① 鑑① 発② 創① 創② の評価では、完成作品から再度評価し、授業内での評価を
【アイデアスケッチ等からの評価】 創② 確認し、必要に応じて評価を修正する。主題の意図や構想の工夫をワーク
【完成作品等からの評価】 シートなどと併せて見取るなどの工夫も大切である。
【ワークシートなどからの評価】

※表の中の表記は以下のとおりである。
「関」は「美術への関心.意欲.態度」、「発」は「発想や構想の能力」、「創」は「創造的な技能」、「鑑」は「鑑賞の能力」を示している。

は、「学習活動に即した評価規準」を示す。（例）関① は、「美術への関心.意欲.態度」の「学習活動に即した評価規準①」を示している。
【 】は、評価方法・資料を示す。
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［書 道］

１ 学習指導の改善・充実

(1) 学習指導の改善・充実の視点

芸術科(書道)においては、表現と鑑賞の学習を通して、生涯にわたって書を愛好する

心情を育て、書の伝統と文化についての理解を一層尊重する態度を目標としており、一

連の学習過程を通じ、言語活動を充実させ、思考力・判断力・表現力等を高める指導が

求められている。

(2) 効果的な学習指導

総合的に書道の理解を深められるように、書道Ⅰの表現領域においては、「漢字仮名

交じりの書」「漢字の書」「仮名の書」の三分野全てを学習することとなっており、「漢

字仮名交じりの書」では、中学校国語科の書写の学習との円滑な関わりを意識したい。

「漢字の書」で扱う書体については、楷書及び行書としているが、生徒の特性等によっ

(例)「課題の把握と発想・構想」の段階で使用するワークシート(例) 観点別評価を記録する表

「私と居場所」 －私らしい場所にいる私－

年 組 番 氏名

「今の私」－ 自分を見つめて、人に「今の私」を伝えましょう －

「あなたの居場所」を表現するとしたら、どのような場所に居る、どのような

自分を表現しますか。イメージを絵や言葉で表現してみましょう。

「あなたと居場所」のイメージから、作品の主題となる仮の題名を書きましょう。

表現の構想

・表現の形式：

・表現の効果：

・材料や用具：

・表 現 方 法：

観点
美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

評価規準

評価

評価規準

評価

評価規準

評価

評価規準

評価

氏名 関① ② ③ ① ② ① ② ①

い Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

ろ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

は Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

… … … … … … … … … … … … …

… … … … … … … … … … … … …

… … … … … … … … … … … … …

… … … … … … … … … … … … …

学習活動に即した評価基準 「十分満足できる」状況(Ａ)と 「努力を要する」状況(Ｃ)と判断した生
【評価方法・資料】 判断した具体例 徒への指導の手立て

美 術 へ の 関② 技法や材料、用具の特性や 構想や表現意図に基づいてよ 生徒が表現しようとしていることを確
関心・意欲・態度 効果を主体的に生かし、表現方法 りよい表現を目指し、常に意欲 認し、材料や用具の特性を説明したり、

を創意工夫しながら主題を追求し をもって創意工夫しながら主題 いくつかの材料や用具の中から選ばせた
ようとしている。 を追求しようとしている。 りして表現のイメージをもたせ、主題を

【制作の様子】 追求する意欲を高める。

発想や構想の能力 発② 主題を効果的に表現するた 自己の主題を明確にもち、よ 主題を表現するための表現形式を確認
めに表現形式の特性を生かし、形 りよく表現するために表現方法 し、構想を練るための具体的な手立てを
体、色彩、構成などを工夫して創 の特性を効果的に生かして構想 示したり、同じ主題でも別の視点からア
造的な表現の構想を練っている。 している。 イディアスケッチを複数描かせたりする

（注１） 【アイディアスケッチ】 などして、構想をまとめさせる。

創 造 的 な 技 能 創② 表現したい意図を大切にし 多様な視点からより効果的な 表現方法における表現効果や方法の組
て、より効果的な表現方法を選択 表現方法を考え、的確に選択・ み合わせの可能性を提示するなど、表現
・活用するなど創意工夫し、主題 活用し、主題を追求して表現を を深めるための具体的な方策を提示す
を追求して表現している。 深めている。 る。

【制作途中の作品】

鑑 賞 の 能 力

（注１） ここでの「アイディアスケッチ」は、制作時においてどのように活用されているかを評価するために用いる。
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て草書、隷書及び篆書も加えられる。さらに立体への視点を重視し、「篆刻・刻字等を

扱うよう配慮する」ものとしている。また、文房四宝の歴史や文化的価値についても配

慮しつつ、書に関する、知的財産権を尊重する態度の育成や、制作過程や鑑賞において

言語活動の充実にも重点をおく必要がある。

２ 評価方法の改善・充実

(1) 学習評価の基本的な考え方

学習指導要領では、きめの細かい学習指導の充実と生徒一人一人の学習内容の確実な

定着を図るために、各教科・科目における生徒の学習状況を分析的に捉える観点別学習

状況の評価と総括的に捉える評定とを、目標に準拠した評価として実施することとされ

ている。書道における評価の観点は、「書への関心・意欲・態度」「書表現の構想と工

夫」「創造的な書表現の技能」「鑑賞の能力」の４つとしている。

(2) 学習評価における配慮事項

学習指導と学習評価を一体的に行うことにより、生徒一人一人に学習内容の確実な定

着を図るとともに、学習評価を指導の改善につなげることが重要である。評価方法につ

いては、学習場面や、発達段階に応じて生徒の学習状況を的確に評価できる方法を選択

する必要がある。学習評価を行う際にはできるだけ多くの情報を集め、多様な観点で評

価を行うことが重要であるが、評価に追われてしまわないよう留意することも大切であ

る。

３ 学習評価の具体例

(1) 評価計画の例

単 元 名 漢字仮名交じりの書 ～多様な名筆を生かした調和を目指して～

単元の目標 漢字仮名交じりの書の表現と鑑賞を通して、感性を働かせながら創造的な表現の能力を高める。

対応する学 「A 表現（１）」
習指導要領 イ 漢字と仮名の調和した線質の表し方を取得すること。
の指導事項 エ 名筆を生かした表現を理解し、工夫すること。

オ 目的や用途に即した形式、意図に基づく表現を工夫すること。
「B 鑑賞」

ウ 日本及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解すること。
エ 漢字の書体の変遷、仮名の成立等を理解すること。

単 元 の 書への関心・意欲・態度 書表現の構想と工夫 創造的な書表現の技能 鑑賞の能力
評価規準

表現 「多様な名筆」の書表 創造的な書表現をするために、「多 文字や書の伝統と文化
「評価規準に 書の伝統と文化を尊重し主体的、創 現の諸要素を感受し、 様な名筆」の書の効果的な表現の技 について幅広く理解
盛り込むべき 造的に「多様な名筆」を取り扱った 感性を働かせながら調 能を身に付け表している。 し、その価値を考え、
事項」を基に 漢字仮名交じりの書の学習に取り組 和させ、自らの意図に 「多様な名筆」の書の
作成 もうとする。 基づいて構想し、表現 よさや美しさを創造的

鑑賞 を工夫している。 に味わっている。
漢字仮名交じりの書の伝統と文化に
ついて関心をもち、書のよさや美し
さを感じ取り、主体的に鑑賞の創造
的活動に取り組もうとする。

学習活動に ①書の伝統と文化を尊重している。 ①「多様な名筆」の書 ①「多様な名筆」の効果的な表現の ①文字や書の伝統文化
即 し た ②主体的、創造的に漢字仮名交じり 表現の諸要素を感受 技能を身に付けている。 について理解を深め､
評 価 規 準 の書の学習に取り組んでいる。 している。 ②多様な運筆・用筆を習得し、様々 その価値を考えてい

③漢字仮名交じりの書を理解し、尊 ②感性を働かせながら､ な線質を表現している。 る。
「評価規準の 重する態度が身に付いている。 自らの意図に基づい ③自発的な意図に基づいて、全体構 ②「多様な名筆」のよ
設定例」を基 ④「多様な名筆」の内容や特徴、表 て構想し、表現を工 成や字形、線質、墨色などを工夫 さや美しさを創造的
に作成 現様式を理解している。 夫している。 し、創造的な表現をしている。 に味わっている。
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(2) 評価の実際 （４、５時間目／６時間扱い）

(3) 評価の具体例

４ その他

(1) 名筆の取扱いについて

名筆とは、日本及び中国の優れた書をいい、漢字の書における古典、仮名の書におけ

る古筆、加えて、近現代までの優れた書全体を指している。名筆の選択においては、生

徒の状況も十分考慮すべきであり、名筆を通して、書の伝統と文化についての理解を深

めさせるとともに、表現を工夫する一助としたい。特に、導入に当たっては漢字と仮名

が自然と調和するよう名筆の選択や取扱いに配慮が必要である。

(2) 観点別評価の留意事項

ワークシート、学習カード、自己評価シートなど、それぞれの学習場面において生徒

の状況を的確に評価できる方法を選択することが必要である。また、観点別評価におい

て「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した生徒には、次のような指導の手立てが考えら

れる。

時
学習活動に即した

間

学 習 の ね ら い 、 学 習 活 動
評価基準 評 価 方 法 、 留 意 点 等

*「●」は、学習のねらい 「○｣は、学習活動 関 構 技 鑑

●生徒一人一人が、自らの意図に基づいて構想し、幅広 ・名筆について関心をもち、漢字と仮名の文字や字
４ い技能を身に付け、表現することができる。 形について工夫し自己の意図に基づいて意欲的、
・ 主体的に表現しようとしている。
５ ○多様な名筆を鑑賞し漢字と仮名の調和と書表現の諸要 関② 鑑② ・多様な名筆に着目させ書表現の諸要素を根拠とし

素を踏まえ、そのよさや美しさを感じ取る。 た書のよさや美しさを感じ取っている。［ワークシ
ート］

○「蓬莱切」を土台とし、漢字と仮名の調和を図り、多 構① ・自己の意図に基づき、多様な名筆を活用し、調和
様な名筆の文字を活用した作品を構想する。 が取れた作品を構想している。[観察、作品]

○「蓬莱切」を土台とした草稿活動を通じ、自己の意図 技① ・多様な名筆における書表現の諸要素が、自らの意
に基づいた書表現の諸要素（字形、線質、墨色など） 図に基づいた作品制作に関わることを理解し、表
を生かして、表現する技能を身に付ける。 現を工夫している。［ワークシート、作品、自己評

価］

観 点
書への関心・意欲・態度 書表現の構想と工夫 創造的な書表現の技能 鑑賞の能力

学習活動に即した 学習活動に即した 学習活動に即した 学習活動に即した

生徒名
評価基準

評
評価基準

評
評価基準

評
評価基準

評

④ 価 ① 価 ① 価 ② 価

あ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

い Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

う Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

え Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

学習活動に即した基準 手 立 て

関② 主体的、創造的に漢字仮名交じ 参考とする名筆の特徴を捉え、構想から完成に至ることの大切さを促し、構想

りの書の学習に取り組んでいる。 の柱を示し、確認するようにする。

構① 「多様な名筆」の書表現の諸要 参考とする名筆のよさや美しさの捉え方を指導し、それを感じ取ることを知る

素を感受している。 ことで、作品を構想し自分の表現活動に生かすようにする。

技① 「多様な名筆」の効果的な表現 参考とする名筆、あるいはその他多様な名筆の特性や用筆法を理解し、自らの

の技能を身につけている。 表現する技能を確認し表すようにする。

鑑② 「多様な名筆」のよさや美しさ 参考とする名筆のよさを鑑賞し感じ取り、自分の表現の意図を明らかにし、意

を創造的に味わっている 欲的に取り組むように促す。


